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Excelで作成した機器表などに記載された値を図面上に配置されたレブロの要素のプロパティに読み込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

1. 機器表の入力 
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レブロ要素とExcelファイルの関連付けの設定 

機器表の内容を読み込む図面「図面－機器表の入力(サンプル事務所).reb」を開きます。 

この図面のパッケージエアコンに機器表の内容を読み込みます。機器には機器番号が設定されています。 

対象の設定 

[ツール]タブ-[データリンク]をクリッ

クします。 

 

[データリンク]ダイアログが開きます。 

タイプの[新規]をクリックします。 

 

[タイプの追加]ダイアログが開きます。 

タイプ名を入力して[OK]をクリックし

ます。 

 

 

[Excelファイルの選択]ダイアログが開き 

ます。 

データを読み込むExcelファイル 

「機器表－機器表の入力.xlsx」を選択し、 

[開く]をクリックします。 

 

 

[Excelのセル位置指定]をクリックします。 

[Excelのセル位置指定]ダイアログが開き、選択

したExcelファイルの内容が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[新規]をクリック 

２ 
３ 

４ 

２ 

１ 
１ 

４ 

３ 

5 

5 
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Excelから値を読み込む対象要素を

絞り込みます。 

[対象]の入力欄に「PAC」と入力し

ます。 

 

[絞り込み対象]や[キーワード]で

条件を絞ることもできます。 

 

[絞り込み]をクリックします。 

 

部材検索が実行され、検索キーワード

と一致した部材が検索結果に表示され

ます。リストに表示された部材がデー

タリンクの対象となります。 

 

 

 

項目の追加 

図面上に配置した機器のプロパティ項目にない項目を追加します。 

 

[プロパティ項目]の[項目の設定]をクリ

ックし、[項目の設定]ダイアログの[追

加]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[追加するプロパティ項目]で[カテゴ

リ]、[プロパティ項目]を指定します。 

[カテゴリ]：部材情報 

[プロパティ項目]：冷房能力(kW) 

プロパティ項目は直接入力します。 

 

[OK]をクリックします。 

６ 

7 

６ 
7 

検索結果 

対象の台数 

１ 

２ 

１ 

２ 

スポイトアイコンをクリックする

と、Excelファイルからセルを指定

して項目が取得できます。 
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[プロパティ項目]が追加されます。 

同様に、[部材情報]に以下の項目を追加します。 

「暖房能力(kW)」、「ファン(kW)」、「風量(㎥/min)」、 

「液管/ガス管(mm)」、「質量(kg)」、「相」、「電圧(V)」、 

「動力(kW)」、「メーカー型番」、「操作方式」 

 

 

 

[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

キーの設定 

[キー]をクリックし、Excelファイルの

内容とレブロの機器器具の情報を紐づけ

するプロパティ項目を選択します。 

[カテゴリ]：部材情報 

[プロパティ項目]：機器番号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[OK]をクリックします。 

選択したプロパティ項目に[ ]のアイコンが表示されます。 

 

 

  

3 

4 

3 

4 

Excelのデータと図面上の機器を紐づけするプロパティ 

項目を指定 

1 

2 

1 

 

2 
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読み込む範囲の設定 

[Excel のセル位置指定]ダイアログで１つ目の要素のデータに該当する範囲を選択し、[基準範囲の確定]

をクリックします。基準となる範囲(濃いピンク色の枠)が確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

薄いピンク色の枠上のハンドルをドラッグし、データが繰り返す範囲(薄いピンク色の枠)を指定します。  

ここで決められた範囲内のデータが、レブロの要素に読み込む対象となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

ドラッグで囲む 

(Ｃ9～Ｙ17) 

ハンドルをドラッグ 

2 
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セルにプロパティ項目を割り当て 

基準となる範囲内のセルに対し、図面上の機器のプロパティ項目を割り当てます。 

 

「値のセルを指定」を選択します。 

 

 

[プロパティ項目]でレブロの要素と関連付ける 

プロパティの項目を指定します。 

[カテゴリ]：部材情報 

[項目名]：機器番号 

 

[セル位置]のセルをクリックし、スポイ

トアイコンをクリックします。 

 

プロパティが記入されているセル(C9)をクリックします。 

基準範囲内の選択したセルが青色枠で囲われ、相対位置が同じピンク色枠内のセルが水色枠で囲われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

3 

3 
セルを指定 

クリック 

１ １ 

2 
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その他のセルも同様に指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

番号 カテゴリ 項目名 

 部材情報 機器番号 

 部材情報 名称 

 部材情報 型番 

 部材情報 冷房能力(kW) 

 部材情報 暖房能力(kW) 

 部材情報 ファン(kW) 

 部材情報 風量(㎥/min) 

 部材情報 液管/ガス管(mm) 

 部材情報 質量(kg) 

 

 

 

 

 

番号 カテゴリ 項目名 

 部材情報 相 

 部材情報 電圧(V) 

 部材情報 動力(kW) 

 部材情報 メーカー名 

 部材情報 メーカー型番 

 

  

4-1 4-2 

4-3 

４ 

Memo 

プロパティ項目はまとめて選択し、まとめてセル位置を指定することもできます。 

 

    

Shift+PgDn等でまとめて

選択できます。 

スポイトでセルを指定する

方向を指定します。 

4-4 

4-5 

4-6 

4-7 

4-8 

4-9 

4-1 

4-2 

4-3 

4-10 

4-11 

4-4 

4-7 

4-8 

4-9 

 

4-5 

 4-6 

4-12  

4-13 

4-14 

 

4-11 

4-12 

4-13 

 
4-14 

 

4-10 
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値変換 

Excel上の値を変換して機器のプロパティ項目を割り当てます。 

 

セルの指定方法は、「値のセルを指定(値変換)」

を選択します。 

 

 [項目名]の「操作方式」を選択します。 

 

 

 

プロパティが記入されているセルを選択し、 

[セル枠の確定]をクリックします。 

 

 

 

 

[値変換設定]ダイアログが開きます。 

[編集]をクリックします。[編集]ダイアログの[レブロ]項目に変換する文字を入力します。 

[OK]をクリックして設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[追加]をクリックし、その他の変換方法を設定し

ます。 

設定ができたら、[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

Excel上の値 機器に割り当てるプロパティ

項目の値 

１ 

２ 

４ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

セルを指定 

[追加]横の[▼]を選択し、[Excelから取得]をク

リックすると、Excel上のセルのデータを取得し

て[値変換設定]のリストに追加できます。 

 

 

5 

３ 
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セル枠をすべて設定後、[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Excelから読み込み 

[「Excelのセル位置指定」と同じファ

イルを使用する]にチェックを入れ、

[Excelから読み込み]をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Memo 

［「Excelのセル位置指定」と同じファ

イルを使用する]にチェックを入れる

と、[Excelのセル位置指定]で指定さ

れたファイルが[Excelから読み込み]

で参照されます。 

 

チェックを外すと、[Excelから読み

込み]で参照するファイルを指定しま

す。 

 

 

６ 

１ 

６ 

１ 
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プロパティ項目が設定された要素の数が表示されます。 

 

[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

指定した機器にプロパティ項目が設定されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２ 

２ 

３ 

３ 

データリンクでプロパティ項目を追加し

た要素には、[カスタムプロパティ]に[デ

ータリンク更新日]と[データリンク更新

ファイル]が追加されます。 



 

 

－12－ 

 

図面上の機器のプロパティ情報を、機器表のフォーマットが入ったExcelファイルまたはCSVファイルに出力

します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

2. 機器表の出力 
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レブロ要素とExcelファイルの関連付けの設定 

プロパティ情報を出力する図面「図面－機器表の出力(サンプル事務所).reb」を開きます。 

対象の設定 

[ツール]タブ-[データリンク]を 

クリックします。 

 

[データリンク]ダイアログが開きます。 

[タイプ]の[新規]をクリックします。 

 

[タイプの追加]ダイアログが開きます。 

タイプ名を入力し、[OK]をクリック 

します。 

 

 

[Excelファイルの選択]ダイアログが開

きます。 

データを出力するExcelファイル「機器

表－機器表の出力.xlsx」を選択し、

[開く]をクリックします。 

 

 

 

[Excelのセル位置指定]をクリックします。 

[Excelのセル位置指定]ダイアログが開き、選択

したExcelファイルの内容が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[新規]をクリック 

２ 

１ 

２ 

３ 

４ 

１ 

３ 

４ 

5 

5 



 

 

－14－ 

Excelから値を読み込む対象要素を

絞り込みます。 

[対象]の入力欄に「PAC」と入力し

ます。 

 

[絞り込み対象]や[キーワード]で

条件を絞ることもできます。 

 

[絞り込み]をクリックします。 

 

部材検索が実行され、検索キーワード

と一致した部材が検索結果に表示され

ます。リストに表示された部材がデー

タリンクの対象となります。 

 

項目の追加 

[台数]や[基準フロア]の項目を追加し、割り当てます。 

 

[プロパティ項目]の[項目の設定]をクリ

ックし、[項目の設定]の[一覧から追加]

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

[プロパティの選択]から以下の項目を選

択します。 

[サイズとルート]：基準フロア 

[スペース]：部屋 

[プロパティ以外の項目]：台数  

 

[OK]をクリックします。 

 

 

 

６ 

7 

６ 7 

検索結果 

対象の台数 

１ 

２ 

１ 

２ 
Memo 

「台数」や「盤の分類」のようなプ

ロパティにない項目は、[プロパティ

以外の項目]から選択します。 
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[プロパティ項目]が追加されます。 

 

 

 

[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーの設定 

[キー]をクリックし、Excelファイルの

内容とレブロの機器器具の情報を紐づけ

するプロパティ項目を選択します。 

[カテゴリ]：部材情報 

[プロパティ項目]：機器番号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[OK]をクリックします。 

選択したプロパティ項目に[ ]のアイコンが表示されます。 

 

 

  

3 

4 

4 

3 

Excelのデータと図面上の機器を紐づけするプロパティ 

項目を指定 

1 

2 

1 

 

2 
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読み込む範囲の設定 

[Excel のセル位置指定]ダイアログで１つ目の要素のデータに該当する範囲を選択し、[基準範囲の確定]

をクリックします。基準となる範囲(濃いピンク色の枠)が確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

薄いピンク色の枠上のハンドルをドラッグし、データが繰り返す範囲(薄いピンク色の枠)を指定します。  

ここで決められた範囲内に、レブロの要素のプロパティ情報を読み込みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

2 

ドラッグで囲む

(C9～Y17 ) 

ハンドルをドラッグ 

2 

Memo 

連続していない位置に表の続きがある場合は、

[+]をクリックすると、離れた位置に枠の位置

を指定することができます。 
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セルにプロパティ項目を割り当て 

既存の項目を割り当て 

 

「値のセルを指定」を選択します。 

 

 

[プロパティ項目]でレブロの要素と関連付ける 

プロパティの項目を指定します。 

[カテゴリ]：部材情報 

[項目名]：機器番号 

 

[セル位置]のセルをクリックし、スポイトアイコンをクリックします。 

 

プロパティを記入するセル(C9)をクリックします。 

基準範囲内の選択したセルが青色枠で囲われ、相対位置が同じピンク色枠内のセルが水色枠で囲われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

3 

3 

セルを指定 

クリック 

１ １ 

2 
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その他のセルも同様に指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

番号 カテゴリ 項目名 

 部材情報 機器番号 

 部材情報 名称 

 部材情報 型番 

 部材情報 冷房能力(kW) 

 部材情報 暖房能力(kW) 

 部材情報 ファン(kW) 

 部材情報 風量(㎥/min) 

 部材情報 液管/ガス管(mm) 

 部材情報 質量(kg) 

番号 カテゴリ 項目名 

 部材情報 相 

 部材情報 電圧(V) 

 部材情報 動力(kW) 

 プロパティ以外

の項目 
台数 

 サイズとルート 基準フロア 

 スペース 部屋 

 部材情報 メーカー名 

 部材情報 メーカー型番 

4-1 4-2 4-3 

4-4 

4-5 

4-6 

4-7 

4-8 

4-9 

4-1 

4-2 

4-3 

4-4 

4-5 

4-6 

4-7 

4-8 

4-9 

4-12 4-13 4-14 4-10 

4-11 

４ 

4-13 

4-14 

4-11 

4-12 

4-10 

4-15 

4-16 

4-17 

4-15 

4-16 

4-17 
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固定文字のセルを指定 

 

項目名を直接記入する場合は、該当の

セル(E9)を選択し、セルの指定方法

から[固定文字のセルを指定]を選択し

ます。 

 

[セル枠の確定]をクリックします。 

 

基準範囲内の選択したセルが緑枠で囲

われ、相対位置が同じピンク色枠内の

セルが黄緑枠で囲われます。 

 

項目名を入力します。 

 

その他のセルも同様に入力します。 

 

   

１ 

２ 

３ 

セルをクリック 

１ 
２ 

３ 
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値変換 

Excel上の値を変換して機器のプロパティ項目を割り当てます。 

 

セルの指定方法は、「値のセルを指定(値変換)」

を選択します。 

 

[プロパティ項目]の「操作方式」を選択します。 

 

 

 

プロパティを記入するセルを選択し、 

[セル枠の確定]をクリックします。 

 

 

 

 

[値変換設定]ダイアログが開きます。 

[編集]をクリックします。[編集]ダイアログの[レブロ]項目に変換する文字を入力します。 

[OK]をクリックして設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[追加]をクリックし、その他の変換方法を設定し

ます。 

設定ができたら、[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

Excelに出力

する値 
機器のプロパティ項目の値 

１ 

２ 

４ 

５ 

４ 

３ 

２ 

１ 

セルを指定 

5 

３ 

Memo 

値変換設定で指定した内容で変換

してExcelに出力されます。 
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セル枠をすべて設定後、[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

６ 

６ 
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Excelに保存 

[Excelに保存]をクリックします。  

 

 

 

 

 

[名前を付けて保存]ダイアログが開きます。 

保存場所を指定して、[保存]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロパティ情報がExcelに出力されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

１ 

１ 

２ 

２ 

３ 
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Memo 

[Excelに保存]、[レブロに表を貼り付け]を行う際に、[保存対象]を「すべて」か「キーが一致する項目

のみ」かを指定します。 

「すべて」では、絞り込みをしたすべての要素を出力します。 

「キーが一致する項目のみ」では、[Excelのセル位置指定]で指定したExcelファイルに記入されている 

キーの値が一致する要素のみ出力します。 

 

 

 

 

「すべて」を選択した場合の出力順は、[Excelのセル位置指定]ダイアログの[出力順]でプロパティ項

目を指定できます。 

 
 

「昇順」「降順」のほか、フロアなど順番の設定をもつプロパティ項目の場合は「設定順」を選択でき

ます。 

複数のプロパティ項目を指定した場合、優先順位の高い順に指定されているとみなされます。 

何も指定しない場合、キーに指定したプロパティ項目を基準に昇順で並べられます。 

 
 
 

機器番号がキーのため、機器番号

の数字順で出力されています。 



 

 

－24－ 

 

図面上にある衛生器具のフロア、部屋ごとの台数を衛生器具表のフォーマットが入ったExcelファイル

またはCSVファイルに出力します。部屋は、[ツール]タブ-[部屋]で範囲を指定して作図し、機器を部

屋の中に配置しておきます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

3.衛生器具表の出力 
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レブロ要素とExcelファイルの関連付けの設定 

衛生器具表を出力する図面「図面-衛生器具表の出力.reb」を開きます。 

この図面には部屋名が設定されています。 

対象の設定 

[ツール]タブ-[データリンク]を 

クリックします。 

 

[データリンク]ダイアログが開き 

ます。 

タイプの[新規]をクリックします。 

 

[タイプの追加]ダイアログが開きます。 

タイプ名を入力し、[OK]をクリック 

します。 

 

[Excelファイルの選択]ダイアログが 

開きます。 

データを出力するExcelファイル 

「器具表－衛生器具表の出力.xlsx」 

を選択し、[開く]をクリックします。 

 

 

 

[Excelのセル位置指定]をクリックします。 

[Excelのセル位置指定]ダイアログが開き、選択

したExcelファイルの内容が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

１ 

２ 

３ 

４ 

１ 

[新規]をクリック 

２ 

３ 

４ 

5 

5 



 

 

－26－ 

Excelに値を保存する対象要素を絞 

り込みます。 

衛生器具のみ絞り込みます。 

[絞り込み対象]をクリックします。 

 

 

 

[絞り込み対象]から、[レイヤー]タブの[汎用]-[衛生器具]、[要素(検索)]タブの[機器・器具]に

チェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[絞り込み]をクリックします。 

 

部材検索が実行され、絞り込み対象

と一致した部材が検索結果に表示さ

れます。 

リストに表示された部材がデータリ

ンクの対象となります。 

 

 

 

 

 

 

 

7´ 7 

６ 

8 

7 

検索結果 

対象の台数 

６ 

8 



 

 

－27－ 

キーの設定 

[キー]をクリックします。 

[キー]ダイアログの[編集]をクリック

し、Excelファイルの内容とレブロの機

器器具の情報を紐づけするプロパティ項

目を選択します。 

[カテゴリ]：部材情報 

[プロパティ項目]：名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[OK]をクリックします。 

選択したプロパティ項目に[ ]のアイコンが表示されます。 

 

 

読み込む範囲の設定 

[Excelのセル位置指定]ダイアログで１つ目の要素のデータに該当する範囲を選択し、[基準範囲の確定]

をクリックします。 基準となる範囲(濃いピンク色の枠)が確定します。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ドラッグで囲む

(B9～X9) 

1 

1 

Excelのデータと図面上の衛生器具を紐づけ

するプロパティ項目を指定 

１ 

 

2 

1 



 

 

－28－ 

薄いピンク色の枠上のハンドルをドラッグし、データが繰り返す範囲(薄いピンク色の枠)を指定します。  

ここで決められた範囲が、1シート分のデータ出力範囲です。 

 

 

  

2 



 

 

－29－ 

セルにプロパティ項目を割り当て 

既存の項目を割り当て 

 

「値のセルを指定」を選択します。 

 

 [プロパティ項目]でレブロの要素と関連付ける 

プロパティの項目を指定します。 

[カテゴリ]：部材情報 

[項目名]：名称 

 

  [セル位置]のセルをクリックし、スポイトアイコンをクリックします。 

 

項目を出力するセル(B9)をクリックします。 

基準範囲内の選択したセルが青色枠で囲われ、相対位置が同じピンク色枠内のセルが水色枠で囲われます。 

 

その他のセルも同様に指定します。 

 

 

 

 

番号 カテゴリ 項目名 

 部材情報 名称 

 部材情報 型番 

 部材情報 付属品 

 

 

器具数のセルを指定 

 

部屋ごとに台数を出力する場合、「器具数のセルを指定」で設定します。 

フロアごとの設定も追加したい場合、「器具数のセルを指定」横の[▼]をクリックし、 

[フロアの指定]のチェックを入れます。 

[図面から部屋・フロアを取得する]にチェックを入れると、出力する要素の基準フロアからフロア名、

図面上に作図した部屋要素から部屋名を取得し、指定したセルに出力します。 

ここでは、両方チェックを入れます。 

 

 

 

 

3-1 3-3 3-2 

3-1 

3-2 

3-3 

１ 

２ 

３ 

１ 

１ 

クリック 

１ 

２ 



 

 

－30－ 

セル(E9~X9)を指定し、[セル枠の確定]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑色の枠と黄緑色の枠が表示されます。緑色の枠でフロア、黄緑色の枠で部屋名を入力するセルを指定し

ます。位置がずれている場合は、ドラッグで枠を移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

セル枠をすべて設定後、[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

フロアの指定 

部屋名の指定 

セルを指定 

２ 

２ 

３ 

３ 

４ 

４ 



 

 

－31－ 

Excelに保存 

[Excelに保存]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[名前を付けて保存]ダイアログが開きます。 

ファイル名を設定し、任意の場所に保存します。 

 

 

図面上にある衛生器具のフロア、部屋ごとの台数がExcelに出力されます。 

 

 

 

 

 

 

  

１ 

２ 

３ 

３ 

１ 



 

 

－32－ 

 

図面上にあるダンパーの情報から、ダンパー発注表のフォーマットが入ったExcelファイルまたはCSVファ

イルに出力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

4.ダンパー発注表の出力 



 

 

－33－ 

レブロ要素とExcelファイルの関連付けの設定 

ダンパー発注表を出力する図面「図面-ダンパー発注表の出力(サンプル機械室).reb」を開きます。 

この図面では、ダンパーの[カスタムプロパティ]に、[空調系統][ダンパー番号][摘要][ダンパー発注状態]

の項目を付与しています。 

[ダンパー発注状態]が「未発注」のダンパー情報をExcelで出力します。 

対象の設定 

[ツール]タブ-[データリンク]を 

クリックします。 

 

[データリンク]ダイアログが開き 

ます。 

タイプの[新規]をクリックします。 

 

[タイプの追加]ダイアログが開きます。 

タイプ名を入力し、[OK]をクリック 

します。 

 

[Excelファイルの選択]ダイアログが 

開きます。 

データを出力するExcelファイル 

「発注表－ダンパー発注表の出力.xlsx」 

を選択し、[開く]をクリックします。 

 

 

 

[Excelのセル位置指定]をクリックします。 

[Excelのセル位置指定]ダイアログが開き、選択

したExcelファイルの内容が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

１ 

２ 

３ 

４ 

１ 

[新規]をクリック 

２ 

３ 

5 

5 

４ 



 

 

－34－ 

Excelに値を保存する対象要素を絞 

り込みます。 

ここでは、[対象]の入力欄に「未発

注」と入力します。 

 

 

 

絞り込むキーワードを指定します。 

[キーワード]タブをクリックし、

[カスタムプロパティ]にチェックを

入れます。 

 

 

 

 

 

 

絞り込み対象をフロアやレイヤー、要素 

で指定します。 

ここでは[要素(検索)]タブの[ダクト]に

チェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[絞り込み]をクリックします。 

 

部材検索が実行され、検索キーワード 

と一致した部材が検索結果に表示され 

ます。 

リストに表示された部材がデータリンク 

の対象となります。 

６ 

7 

9 

8 

検索結果 

対象の台数 

9 

６ 

7 

８ 



 

 

－35－ 

項目の追加 

発注表に出力するプロパティ項目を追加します。 

 

[プロパティ項目]の[項目の設定]をクリ

ックし、[項目の設定]ダイアログの[一覧

から追加]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[プロパティの選択]から以下の項目を選

択します。 

 

[共通]：名称 

[カスタム]：空調系統 

[カスタム]：ダンパー番号 

[カスタム]：摘要 

[用途]：用途 

[サイズとルート]：サイズW 

[サイズとルート]：サイズH 

[サイズとルート]：基準フロア 

[ダクト形状]：L(長さ) 

[ダクト形状]：名称 

[スペース]：部屋 

 

[OK]をクリックします。 

 

[プロパティ項目]が追加されます。 

[項目の設定]の[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

１ 

3 

２ 

１ 

２ 

3 



 

 

－36－ 

キーの設定 

[キー]をクリックします。 

[キー]ダイアログの[編集]をクリックし、

Excelファイルの内容とレブロの機器器具の情

報を紐づけするプロパティ項目を選択します。 

[カテゴリ]：カスタム 

[プロパティ項目]：ダンパー番号 

 

 

 

 

 

 

 

 

[OK]をクリックします。選択したプロパティ項目に[ ]のアイコンが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

読み込む範囲の設定 

[Excelのセル位置指定]ダイアログで１つ目の要素のデータに該当する範囲を選択し、[基準範囲の確定]

をクリックします。基準となる範囲(濃いピンク色の枠)が確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Memo 

カスタムプロパティを設定すると、要素が持つプロパティとは別に、 

プロパティ項目を追加することができます。 

[プロパティ]パネルの[カスタムプロパティの追加]と[ツール]タブ 

-[カスタムプロパティ]パネル-[追加]から追加ができます。 

 

１ 

１ 

ドラッグで囲む

（A12:13～P12:13） 

 

Excelのデータと図面上のダンパーを紐づけする

プロパティ項目を指定 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

１ 

2 



 

 

－37－ 

薄いピンク色の枠上のハンドルをドラッグし、データが繰り返す範囲(薄いピンク色の枠)を指定します。  

ここで決められた範囲が、1シート分のデータ出力範囲です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

2 

ハンドルを 

ドラッグ 

2 



 

 

－38－ 

セルにプロパティ項目を割り当て 

 

「値のセルを指定」を選択します。 

 

 [カテゴリ]、[項目名]でレブロの 

要素と関連付ける項目を指定します。 

[カテゴリ]：カスタム 

[項目名]：ダンパー番号 

 

[セル位置]のセルをクリックし、 

スポイトアイコンをクリックします。 

 

項目を出力するセル(A12~13)を選択します。 

 

基準範囲内の選択したセルが青色枠で囲われ、相対位置が同じピンク色枠内のセルが水色枠で囲われま

す。 

その他のセルも同様に指定します。 

 

 

 

 

番号 カテゴリ 項目名 

 カスタム ダンパー番号 

 サイズとルート 基準フロア 

 カスタム 空調系統 

 スペース 部屋 

 用途 用途 

 共通 名称 

 カスタム 摘要 

 ダクト形状 名称 

 サイズとルート サイズW 

 サイズとルート サイズH 

 ダクト形状 L(長さ) 

 

 

 

3-1 3-3 3-4 3-5 3-6 3-7 3-8 

3-9 

3-2 

3-10 

3-11 

3-1 

3-2 

3-3 

3-4 

3-5 

3-6 

3-7 

3-8 

3-9 

3-10 

３ 

１ 

２ 

3-11 

クリック 

１ 

２ 



 

 

－39－ 

セル枠をすべて設定後、[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

４ 

4 



 

 

－40－ 

Excelに保存 

[Excelに保存]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[名前を付けて保存]ダイアログが開きます。 

ファイル名を設定し、任意の場所に保存します。 

 

 

図面上にあるダンパーの情報を基に、ダンパー発注表がExcelに出力されます。 

 

 

 

 

 

 

  

１ 

２ 

３ 

３ 

１ 



 

 

－41－ 

 

図面上にある弁の情報から、弁リストのフォーマットが入ったExcelファイルまたはCSVファイルに出力し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.弁リストの出力 



 

 

－42－ 

レブロ要素とExcelファイルの関連付けの設定 

弁リストを出力する図面「図面－弁リストの出力(サンプル機械室).reb」を開きます。 

この図面では、弁の[カスタムプロパティ]に、[空調配管系統]の項目を付与しています。 

対象の設定 

[ツール]タブ-[データリンク]を 

クリックします。 

 

[データリンク]ダイアログが開き 

ます。 

タイプの[新規]をクリックします。 

 

[タイプの追加]ダイアログが開きます。 

タイプ名を入力し、[OK]をクリック 

します。 

 

[Excelファイルの選択]ダイアログが 

開きます。 

データを出力するExcelファイル 

「機器表－弁リストの出力.xlsx」 

を選択し、[開く]をクリックします。 

 

 

 

[Excelのセル位置指定]をクリックします。 

[Excelのセル位置指定]ダイアログが開き、選択

したExcelファイルの内容が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

１ 

２ 

３ 

４ 

１ 

[新規]をクリック 

２ 

３ 

４ 

5 

5 



 

 

－43－ 

Excelに値を保存する対象要素を絞 

り込みます。 

 

[絞り込み対象]から、[要素(検索)]タブの 

[配管]-[弁類]にチェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[絞り込み]をクリックします。 

 

部材検索が実行され、絞り込まれた部材が 

検索結果に表示されます。 

リストに表示された部材がデータリンク 

の対象となります。 

 

 

 

項目の追加 

弁リストに出力するプロパティ項目を追加します。 

 

[プロパティ項目]の[項目の設定]をクリ

ックし、[項目の設定]ダイアログの[一覧

から追加]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 

検索結果 

対象の台数 

７ 

１ 

１ 

７ 

６ 



 

 

－44－ 

[プロパティの選択]から以下の項目を選

択します。 

 

[カスタム]：空調配管系統 

[用途]：用途 

[サイズとルート]：サイズ 

[部材情報]：略号 

[プロパティ以外の項目]：台数 

 

[OK]をクリックします。 

 

[プロパティ項目]が追加されます。 

[項目の設定]の[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キーの設定 

[キー]をクリックします。 

[キー]ダイアログの[編集]をクリック

し、Excelファイルの内容とレブロの機

器器具の情報を紐づけするプロパティ項

目を選択します。 

[カテゴリ]：カスタム 

[プロパティ項目]：空調配管系統 

 

 

 

 

 

Excelのデータと図面上の弁類を紐づけする

プロパティ項目を指定 

 
 
 
 
 

1 

3 

２ 

２ 

3 

1 



 

 

－45－ 

キーが1つだけではレブロの要素とExcelの項目を 

紐づけることができない場合、キーを複数設定

します。優先順位の高い順に指定します。 

 

[追加」をクリックします。 

 

下記3つを追加します。 

[カテゴリ]：用途 

[プロパティ項目]：用途 

 

[カテゴリ]：部材情報 

[プロパティ項目]：略号 

 

[カテゴリ]：サイズとルート 

[プロパティ項目]：サイズ 

 

 

[OK]をクリックします。 

選択したプロパティ項目に[ ]のアイコンが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

 

2 

 

3 

 



 

 

－46－ 

読み込む範囲の設定 

[Excelのセル位置指定]ダイアログで１つ目の要素のデータに該当する範囲を選択し、[基準範囲の確定]

をクリックします。 

基準となる範囲(濃いピンク色の枠)が確定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

薄いピンク色の枠上のハンドルをドラッグし、データが繰り返す範囲(薄いピンク色の枠)を指定します。  

ここで決められた範囲が、1シート分のデータ出力範囲です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

１ 

２ 

ドラッグで囲む

(B4～G4) 

ハンドルを 

ドラッグ 

２ 



 

 

－47－ 

セルにプロパティ項目を割り当て 

 

「値のセルを指定」を選択します。 

 

 [カテゴリ]、[項目名]でレブロの 

要素と関連付ける項目を指定します。 

[カテゴリ]：カスタム 

[項目名]：空調配管系統 

 

[セル位置]のセルをクリックし、スポイトアイコンをクリックします。 

 

項目を出力するセル(B4)を選択します。 

 

基準範囲内の選択したセルが青色枠で囲われ、相対位置が同じピンク色枠内のセルが水色枠で囲われます。 

その他のセルも同様に指定します。 

 

その他のセルも同様に指定します。 

番号 カテゴリ 項目名 

 カスタム 空調配管系統 

 用途 用途 

 部材情報 略号 

 部材情報 名称 

 サイズとルート サイズ 

 プロパティ以外の項目 台数 

セル枠をすべて設定後、[OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

３ 

１ 

２ 

3-1 3-2 3-3 3-4 3-5 3-6 

3-1 

3-2 

3-3 

3-4 

3-5 

3-6 

４ 

クリック 

１ 

２ 



 

 

－48－ 

Excel に保存 

 [Excelに保存]をクリックします。  

 

 

[名前を付けて保存]ダイアログが開きます。 

ファイル名を設定し、任意の場所に保存し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図面上にある弁類の情報を基に、弁リストが Excel 出力されます。 

 

 

１ 

１ 

２ 

３ 

３ 


